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*-mと
し
よ
り
の
願
い
に
こ
た
え
て

11 11 I~I'昭和"I'

'77 1月号

おとしよりの多年のWJlいであ ったや主

人いこいの家仰の建設がj並んでいます。

昨年10月20日に着工，総工事費ヵ、� 1，800

万円。総面積� 217平方fzの鉄骨ブロ� yク 町民のうごき
の平屋建です。 i!l:知数 1.937 男

人� [1 1$.21i 女� 
現在1 

室，炊事室，ロ3室内に は浴場，和室� 

ビーなと，おとしよリが気軽に休養，娯 男 女� 

fH生 2
楽，そして集会もできるように計画され

死亡� 3 2 

ていま す。いわば「おとしより の別荘」 転入� 5 6 

なめです。
転出� 7 

この施設の充実により，地域の老人ク

ラブの活発な 活動も期待されています。
横 i頼
勝浦電子西宮年� 
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勝浦町議会

年
頭
の
あ


勝
浦
町
長

昭和52年� 1月� l日 つ ら 第79号

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

明
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
み
な
さ

日月けましておめでどう

司、.寺

しさ ha

ん
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
、

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

一
昨
年
四
月
、
二
期
自
の
町
政
を

新
し
い
年
の
は
じ
め
に
当
り
、
み

な
さ
ん
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か

土 

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、

町
議
会
に
対
し
て
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
社
会
経
済
情
勢
は
非
常
に

き
び
し
く
、
勝
浦
町
の
行
財
政
上
に

幾
多
め
課
題
、
難
問
が
予
想
さ
れ
極

め
て
重
要
な
年
に
な
る
と
思
わ
れ
ま

す
。わ

た
し
た
ち
議
員
一
同
は
、
町
民

代
表
と
し
て
議
決
機
関
の
機
能
を
最

大
限
に
発
揮
し
、
み
な
さ
ん
の
ご
付

託
に
こ
た
え
る
た
め
、
懸
命
の
努
力

を
重
ね
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ii 

お
預
か
り
し
て
か
ら
、
早
く
も
二
年

を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
が 

・
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず 

を
も
っ
と

う
と
し
て
町
政
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、
本
年
度
に

予
定
し
て
い
る
各
種
事
業
も
順
翻
に

進
ん
で
お
り
、
と
り
わ
け
、
お
年
寄

り
の
か
た
か
ら
多
年
に
わ
た
り
ご
要

望
の
あ
っ
た
老
人
い
こ
い
の
家
も
、

い
よ
い
よ
完
成
の
運
び
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
懸
案
の
農
村
総
合
盤
備

モ
デ
ル
事
業
も
、
着
々
と
計
画
を
進

め
こ
と
し
か
ら
事
業
実
施
年
度
に
は

い
り
ま
す
。

こ
と
し
は
、
初
年
度
の
た
め
大
き

な
予
算
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ

れ
か
ら
七
年
間
に
わ
た
り
約
十
二
億

円
を
投
じ
て
、
総
合
的
な
農
村
環
境

み
な
さ
ん
の
よ
り
一
一
層
の
ご
指
導

ご
支
媛
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

H
H

議

長

山
本
圭
一


副
議
長

坪
内
正
太
郎


議

員

岡

本

富

治


議

員

押

栗

義

雄


立
棒

一
夫


H
H

山

本

美

芳

山

下

豊

寿

生

田

敏

岡

重

夫

河

野

寅

雄

西

浜

勝

己

平

阿

武

滝

口

良

一

す
、ー・

い

し

九

」

堺

ィコ

干'31

にJ

の
慾
備
を
図
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る

わ
け
で
す
。

し
か
し
、

一
方
で
は
昭
和
四
十
八

年
末
以
来
地
方
財
政
は
悪
化
の
一
途

を
た
ど
っ
て
お
り
、
全
国
各
地
で
赤

字
団
体
が
累
増
し
て
お
り
ま
す
。
本

町
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
事
態

に
対
処
す
る
た
め
行
財
政
改
善
調
査

会
を
設
け
、
行
財
政
全
般
に
わ
た
る

見
直
し
を
行
い

、
二
度
と
財
政
再
建

団
体
へ
転
落
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う

努
め
る
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
う
え
は
、
み
な
さ
ん
の
格
別

の
こ
理
解
ご
協
力
に
よ

っ
て
、
こ
の

難
局
を
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
す

よ
う
な
お
い
っ
そ
う
の
ご
媛
助
を
お

願
い
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。 

坂

口

貞

雄

小
関

武

夫

中

西

晴

美

山

路

保

義

味
問
喜
久
雄

受
章
お
め
で
と
う

動
六
等
単
光
旭
日
章
受
章

秋
の
叙
動
…
に
お
い
て
、
地
方
自
治

に
功
労
の
あ
っ
た
岩
崎
武
雄
さ
ん

(中
山
)
が
、
動
、
六
世
帯
単
光
旭
日
章

を
受
章
し
ま
し
た
。

黄
線
褒
章
受
章

保
健
婦
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
贋

瀬
ヒ
サ
ヱ
さ
ん 

(横
瀬 
)
が
、
黄
綬

褒
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

広瀬ヒサヱさん(横瀬) 岩崎武雄さん(中山)

¥ー
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(受
付
九
時
」
か
ら
住
民
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
行
い
ま
す
。

成
人
式
は
、
お
と
な
に
な
っ
た
こ

i52年・勝浦町成人式l
と
を
自
覚
し
、
自
ら
生
き
ぬ
こ
う
と

*簡素な服装で全員出席を

-
該
当
者

昭
和
三
十
一
年
四
月
二
日
か
ら
、

翌
三
十
二
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
れ

た
か
た
。

(
該
当
者
の
名
簿
は
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
が
、
こ
の
名
簿
は
昭

和
四
十
六
年
度
勝
浦
中
学
校
卒
業
生

名
簿
と
五
十

一
年
十
二
月
一
日
現
在

の
町
内
在
住
者
で
結
婚
し
て
い
な
い

か
た
と
な
っ
て
お
り
ま
す
)

-
式
に
は
簡
素
な
服
装
で

ル
ふ
、
「
�
 
J

-
記
念
撮
影
や
記
念
植
樹
も

当
日
は
記
念
品
贈
呈
、
記
念
柿
樹
、

記
念
煽
彩
、
青
年
会
の
協
力
に
よ
る

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
予
定
を

し
て
お
り
ま
す
。

哀
の
意
義
を
理
解
し
、
全
員
が
附
川
由
来

な
服
装
で
出
席
す
る
よ
司
7
に
し
ま
し

こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
成
人
式
の

成
人
式
は
華
美
な
服
装
を
競
、
7
と

田T
( 長  
51η、
年ら

成

ノ¥人
式ひ

、
八
木
円
1
紀
子

今
山

凶
作
利
行
、
綿
木

μ
二
、
大

久
保
政
代
、
上
岡
久
美

山
和
�
 

顕
也
、
山
本
秀
樹
、
生
木
敬
子
、
北

町
山
義
治
、
小
川
内
却
い
に
い
、
ー
川
木
一
叶
他
、

H

弘
、
叶
内
良
次
、
出
�
 忠

一
、
中
村

U

三
三
三
三
三
三

・・資 さ 二 送 導こ主主へ現は
年勝 格 ん十イ寸部の昔話t申在、袋
齢� i南 に日し長申き�  i績で各業
が 町 提ままさ誇れし、有委

三
三
三
三

i前に 出ですん 替 ま な 町 耕 貝 三
二{主 しにのにはせい良国会三

三十所 て指でお後んと業者委三
三 歳 を く導、願目 。名委が員 三
三
三
三
三

以有 だ部ーし、 持軍員毎の三
上す さ長月て 指 に会年選三
のるい 一挙三
かか 。 月人 三

三 たた .、 一 名
汗す 日 筋

言
三

f

工ご 三
JCJ、 営 ・ 小

山
節
�
 、
仙
蝋
鎌
染
〆
ナ

f

問
的
生
、
山
川
敏
い
い
、
秋
成
山
�
 、
f

川
市
児	  

、
引
い
可

辺
勝
一
好
典
、
小
阿
川
宏
、
円
1

J

'

if

j
 M
M:

t

 

肝
誠
一
ぺ
�
 目
的
何
人
、
山
川
修
、
日
制

J

棚
野
立
川

子
小
件
下
美
示
、
川
小
山
円
�
 、
f

F

三 めておた�  三

三
三
三
言
三
言

たいむ は 名農れ む股 三
(，1'....... 


たか六の�  '~Ã ~ -J.ー た面三
か� I也三かるね そ �  

ー¥

。た十配 斗;主旨 I~ も積三
で日 偶 �  VJl墨 シ 石

倉
正
宏
、
一
栄
始

し十三
、以 者 .aゼ岳、 く ア 三

三� J~ 上で 旦.守主�  : は l 三

i 芸非を 録人./� E2i 
芸員にて 	 の上三
三会従年 」主 税耕 三
三 が事問 必ず20日までに 族作三

八
円
光
山
山J1
 

i
 

三 認しお�  ' まを三

三 員せさも�  2
2 会 農 お んれ、以三

、
業 問 。て� iきょ三
委合 い挙の三�  ..，1

《弘~
、~.必!17'、
h也、岨� 

- 、
 
貝 せ な人要 三

会 け名件言
ま
た� 

れ簿が三
..rにそ三言

=弓?百'川� 

a

昭
和
五
十
二
年

・
勝
浦
町
成
人
式

を
一
月
二
目
、
午
前
九
時
三
十
分
�
 

す
る
青
年
男
女
を
祝
い
励
ま
す
意
義

深
い
式
で
す
。
成
人
を
迎
え
た
か
た

は
全
員
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

新
成
人
名
簿

沼
江
・
石
原

刈
戸
公
生
、
山
川
愉
昭

山
西
掛

松
本
民
来
、
伴
栄
子
、
ー
パ

木
忠
美

γ

十
、
南
愛
「

黒
岩

附
田
勉
、
谷
口
勲
、
森
野
祐

二
、
間
本
山
師
、
谷
け
ま
ゆ
み
、
一
千
附

汚
美
代
‘
前
回
礼
「
、
一
円
山
川
町
十
三
夜、

森
脇
存
代
、
山
崎
奈
美
代

中
角

宇
佐
美
尚
志
、
岡
政
彦
、
木

下
広
幸
、
久
米
義
紀
、
地
行
不
博
、

一
稲
本
千
代
次
、
山
口
治
、
久
保
則
子
、

滝
口
和
子
、
豊
田
品
川
理
子
、
花
岡
美

佐
子
、
用
田
弘
子

三
木
百
合
子
、

問
問
「
、
大
阻
ん
ひ
と
み
、
川
出
敏
「
、

総
本
和
美
、
ル
勝
本
州
、
兵
.
山
同
点
「

生
名

一
わ
川
出
仕
掛
叫
、
大
州
内
己
、

朔
前
犬
、
出
明
川
相

一
、
山
川
川
町
弘
、

山
け
附
夫
、
米
沢
伸

一
、
加
丹
、
美
敬

4

，十、� 

久
国

川
幸
減
、
同
明
間
義
和
、
松
川
応
、
康

浦
森
和
美
、
唐
綾
克
二
、
神
取
秀
雄
、

中
田
富
公
、
広
安
功
白
、
甫
坂
和
輝
、

松
下
義
和
、
機
上
博
己
、
党
薫
、
沢

口
純
子
、
高
田
幸
チ
、
英
智
津
子
、

平
光
江
、
附
田
修
代
、
湯
浅
ひ
で
子
、

山
上
以
、
山
下
美
知
子

星
谷

阿
川
定
什
、
長
υ
見
附
抗
日
、
一
川

中
山

神
原
勝
彦
、
定
作
欽
治
、
立

山
石
恵
、
谷
尻
康
司
、
什
井
泰
博
、
中

西
噴
吉
、
西
川
澄
次
、
野
上
武
典
、

清
内

一
仁
、
柳
沢
泰
樹
、
米
田
吉
宮
、

上
回
千
歳
、
構
内
節
子

様
瀬

大
西
邦
彦
、
谷
川
同

一
、
中
回

宮
大
、
平
岡
久
古
一、
藤
木
雅
典
、
泉

原
恵
子
、
井
上
八
美
、
小
倉
真
弓
、

日
下
ひ
と
み
、
谷
口
尚
子
、
橋
本
く

る
み
、
畑
中
引
千
穂
、
広
瀬
未
幸
、
村

上
葉
子
、

与
川
内

河
崎
照

一
、
坂
部
文
彦
、

東
係
祥
二
、
備
本
好
弘
、
阿
部
和
代
、

栗
本
八
重
子
、
椎
野
文
恵
、
滝
花
節

子、

山
本
景
子

坂
本

椎
野
孝
志
、
立
石
雅
之
、
中

尾
文
昭
、
宮
下
充
玄
、

山
講
堂
、
山

本
治
、
山
本
勝
、
寸
回
世
保
、
山
脚
本

光
子
、
杉
本
裕
美
、
中
川
晴
美
、
新

開
魔
子
、
福
良
早
苗
、
松
下
伸
子
、

森
�
 
7

ス
エ
、
山
本
真
奈
美

、~T I{W 立 、登な 三
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o
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l 国保事業の財政状涜Iつ
つ
あ
り
ま
す
。

O

O

撒

者
の
世
帯
数
は
三
七
三
戸
、
被
保

険

二
人
と
な
っ
て
お

保

人

被刀

昭和52年� 1月� l日 ヌう込 'コ つ ら 第79号� (4) 

白数帯世

し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の

傾
向
は
毎
年
減
少
の
傾
向
を
た
ど
り

被
保
険
者
の
平
均
年
令
は
高
齢
化
し

の
約
六
割
一
か
国
民
健
康
保
険
に
加
入

り
ま
す
。
こ
れ
は
人
口
八
二
五

険
者
数
は
四
九

勝
浦
町
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険

昭和50年度の国保財政は医療費の国保負担総額が，� 11窓� 6，700万円 


(前年対比1%'
;;) にのぼ り.諸情勢はきびしいものがありました。この

ような状況の 中で，助産のときの「お喜び」として� 20，000円から40，000
円の給付改善を図る一方，経費の節減はもとより，町議会の協力により

一般会計からの繰入れなど.被保険者の負担聡減に鋭意努力を重ねてま

いりました。 これらの概要について， わかリやすくするためにグラフで

示しました。今後とも国保事業に対するご協力をお願いいたします。

十

4
ィ
人 

、、ー'� 

(対象者) (受診率) (1人当り医療費) 250万� 
2.312千円 診療報州総額18，523千円� 

5.側人� 4.~2人 2.側 25万円

4，側人� 
!.5I旧

初万円
!1i，3H問
 

3，副司人
 
11.52囲
 

2，1XXJ人


!.IXXJ人
5∞ 

5万同� 
495人

。人
精
神
系
疾
患

脳
疾
患

胆
石
・
胞
の
つ
疾
忠

神
経
系
疾
患

問
・
十
二
指
腸
疾
怠

事
故
疾
仰
心

関
節
疾
患

呼
吸
器
疾
忠

歯
疾
患

高
血
圧
疾
患

叩
オ
以
上

的
止
ま
で

ωオ
ま
で

初
オ
以
上

印
オ
ま
て

t

-
J
r
I
l

ヴ 

，
一 

nu

3兄

I~Ä I 
(1)国庫支出金�  152，999千円� 

. (2)保険税�  63，720千円� 

(2)繰越金�  19，104千円

・(4)繰入金�  6，000千円� 

(2)その他の収入� 266千円� 

-老人医療と一般医療との比較 ・� 

直E 
(1)保険給付費�  201，212千円�  

(2)繰越金�  23，978千円� 

(3)総務費�  10，934千円� : 

(4)保険施設費�  5，965千円� 

-医擦費のベスト 10・

(昭和� 50年� 5月診療分)

歳
出
の
う
ち
で
、
保
険
給
付
貨
が
増
加
す
れ
ば
、
歳
入
の

保
険
税
も
増
加
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
「
保
険
税
を
納
め
る

ば
か
り
で
領
だ
。
少
し
医
者
に
か
か
っ
て
み
よ
う
」
な
ど
と

考
え
る
と
大
変
な
こ
と
に
会
り
ま
す
。 

L
I
P

このグラフでは、総医療費の三省IJが老人医療費 一番多し、病気は、高血圧疾患で、食生活や規則正

て占められています。受診率も当然老人の方か寓く しい生活態度が必要かと思います。町が行う各種の4

なっていますが、老人の俗!hIt-'ゃなやみごとについて、 予防活動や集団検診などには積極的に参加してくだ

家族みんなで考え、いたわってあげましょう。 さし、。
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一¥

紅
込ミ要

，、、、

う
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
を
納
得
さ
せ

て
い
る
の
で
す
。

部
落
差
別
も
同
じ
で
す
。
同
和
地

区
住
民
の
ち
ょ

っ
と
し
た
表
面
上
の

こ
と
で
、

差
別
を
正
当
化
、
合
理
化

し
よ
う
と
す
る
人
が
い
る
限
り
、
な

か
な
か
解
決
し
ま
せ
ん
。

地
区
住
民
の
生
活
実
態
を
よ
く
み
て

「主
ぜ
あ
ん
な
物
の
い
い
方
を
す
る

の
か
」
「
ど
う
し
て
こ
ん
な
態
度
を

と
る
の
だ
ろ
う
」
と
考
え
、
そ
の
根

本
に
あ
る
も
の 

(
過
去
の
行
政
の
姿

勢
、
教
育
の
仕
方
等 
)
を
つ
か
む
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

前
回
は
差
別
す
る
者
は
ど
ん
な
形

で
差
別
を
残
し
て
い
る
か
に
つ
い
て

述
べ
て
み
ま
し
た
。
今
回
は
差
別
す

る
人
が
ど
ん
な
形
で
差
別
を
合
理
化

し
て
い
る
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
、
っ
。

そ
も
そ
も
差
別
と
い
う
の
は
、
正

当
な
理
由
な
く
、
人
々
が
幸
福
に
生

き
た
い
と
い
う
願
い
を
踏
み
に
じ
っ

て
し
ま
う
こ
と
な
の
で
す
。

「
同
和
地
区
の
人
が
態
度
を
か
え

な
い
か
ん
。
わ
れ
わ
れ
は
何
と
も
息

差
別
と
合
理
化

う
と
ら
ん
の
に
、
け
ん
か
ご
し
で
物

を
い
う
」
と
い
う
人
が
い
ま
す
。
そ

し
て
当
然
か
の
ご
と
く
「
あ
ん
な
物

の
い
い
方
を
し
よ
る
人
と
は
付
き
合

い
で
き
る
か
」
と
い
い
き
り
ま
す
。

な
ぜ
、
け
ん
か
ご
し
で
物
い
う
人

と
付
き
合
い
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
。

も
っ
と
い
え
ば
、
な
ぜ
け
ん
か
ご
し

で
物
を
い
う
の
か
考
え
た
こ
と
が
あ

る
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
に
は
過
去
三

す
。
そ
こ
え
り

っ
ぱ
ら
医
師
を
迎
え

た
と
し
ま
し
ょ
う
。
医
師
が
病
院
へ

来
て
み
て

「
看
謎
婦
は
不
足
し
て
い

る
。

医
療
施
設
は
十
分
で
な
い
。

入
院
設
備
は
わ
る
い
・
:
:
」
と
い
っ

た
と
き
十
分
な
患
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス

が
で
き
な
い
の
は
当
然
で
す
。
こ
の

と
き
患
者
か
ら

「医
師
や
看
護
婦
の

態
度
が
わ
る
い
」
と
い
う
声
が
で
た

と
き
、
十
分
な
(
せ
め
て
他
の
病
院

わ
た
し
た
ち
は
も
う
す
こ
し
同
和

1
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4
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同
和
問
題
解
決
の

教
育
内
容
を
討
議

奇
岡
県
中
学
校
同
和
教
育
研
究
大
会
終
る

昭
和
五
十
一
年
度
第
六
回
県
中
学

校
同
和
教
育
研
究
大
会
が
斗

一
月
二

十
二
日
、
勝
浦
中
学
校
に
約
四
百
人

が
参
加
し
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
の
と
お
り

で
す
が
、
こ
の
大
会
に
ご
支
援
い
た

だ
き
ま
し
た 

役
員
の
か
た
が

た
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

-
研
究
主
題

自
主
性
を
高
め
、
態

度
化

・
実
践
化
を
培
う
同
和
教
育
1

P
T
A

同
和
問
題
解
決
の
た
め
の
態
度
化
・

ど
ん
な
形
で
差
別
を
合
理
化
し
て
い
る
か

な
み
の 
)
施
設
設
備
を
せ
ず
に
い
る

経
営
者
と
、
遠
路
来
て
く
れ
て
い
る

医
師
や
定
員
不
足
を
超
過
勤
務
で
カ

バ
ー
し
て
い
る
看
護
婦
の
ど
ち
ら
を

正
し
い
と
み
ま
す
か
。
当
然
患
者
は

経
営
者
の
怠
慢
を
な
じ
る
で
し
ょ
う
。

経
営
者
は
患
者
の
不
満
を
そ
ら
す
た

め
に
、
医
師
や
看
護
婦
の
処
遇
と
か

設
備
の
わ
る
さ
な
ど
は
か
く
し
て
し

ま
い
、
医
師
や
看
議
婦
の
縦
一
能
不
熱

心
さ
を
な
ら
べ
た
て
る
で
し
ょ
う
。

患
者
が
満
足
し
な
い
の
は
、
医
師
や

看
議
婦
が
わ
る
い
の
だ
と
、
正
当
化

し
よ
う
と
す
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
思

実
践
化
を
図
る
た
め
に
ど
ん
な
教
育

内
容
を
創
造
し
、
ど
ん
な
+
刀
法
で
実

践
し
て
い
る
か
。

争
研
究
授
業

全
学
級
公
開
授
業

-
分
科
会

各
学
年
別
の
分
科
会
で

主
題
に
つ
い
て
の
研
究
協
議

+
講
演

演
題
|
中
学
校
に
お
け
る

同
和
教
育
の
課
題
。
講
師
、
八
尾
市

教
育
委
員
会
同
和
教
育
室
長

・
川
内

俊
彦
氏

百
年
の
同
和
地
区
に
対
す
る

一
般
住

民
の
扱
い
方
を
み
て
み
れ
ば
い
い
わ

け
で
す
。

不
十
分
な
行
政
、
人
権
無
視
の
処

遇
の
積
み
重
ね
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
す
な
か
ち
、
だ
ま

っ
て

お
れ
ば
何
も
し
て
く
れ
な
い
行
政
へ

の
い
か
り
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。
で

す
か
ら
こ
ん
な
形
で
同
和
地
区
住
民

を
批
難
す
る
の
は
、

差
別
を
合
理
化

し
て
い
る
の
で
す
。
何
と
お
そ
ろ
し

い
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
ん
な
例
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

あ
る
人
が
病
院
を
造
っ
た
と
し
ま
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に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

l

農

作

み
か
ん

土
壌
調
査
と
石
灰
類
の
施
用

み
か
ん
閣
の
土
壌
は
、

ペ
�
 ハ
|

値
が
六
・
�
 0
1
六
・
五
く
ら
い
が
肥

料
の
利
用
率
や
樹
の
生
育
が
も
っ
と

も
よ
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
調
査
を
行
い
、
各
閣
ご

新
春
を
迎
え
、
昨
年
の
栽
培
管
理
か
ら
経
営
全
体
に
つ
い
て
の
反
省
と
検
討

を
し
、
こ
れ
ら
を
基
礎
と
し
て
新
し
い
構
想
の
も
と
に
経
営
計
画
を
樹
立
し
て

く
だ
さ
い
。
農
業
関
係
の
簿
記
、
記
帳
は
必
ず
行
い
、
今
後
の
問
題
点
の
改
善

と
に
適
正
な
施
用
量
を
把
田
惜
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。
農
業
セ

ン
タ
ー
で

は
、
測
定
器
具
を
そ
ろ
え
て
準
備
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一
般
的
に
大
ま
か
な
施
用
量
は
、
ア

V

ル
カ
リ
分
五
十
三
討
の
も
の
を
利
用

す
る
と
し
て
�
 黒
ザ
レ
が
か
か

っ
た

聞
に
は
二
十
袋
以
上
V
赤
土
が
か
っ

た
図
に
は
三
十
袋
以
上
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

改
植
の
準
備

生
産
性
の
低
下
し
た
老
木
樹
や
不


良
系
統
、
校
幹
の
大
き
な
損
傷
樹
は


こ
の
時
期
に
改
稿
準
備
を
し
て
く
だ


さ
い
。
改
槌
補
助
を
申
請
し
て
い
る


人
は
必
ず
伐
採
前
に
農
協
に
連
絡
し


て
写
真
を
と
っ
て
も
ら
い
、
伐
採
後


の
太
い
根
お
よ
び
枝
や
幹
の
太
い
も


の
は
焼
却
し
て
く
だ
さ
い
。


植
穴
は
で
き
る
だ
け
大
き
い
の
が


適
当
で
す
が
、
深
さ
、
直
径
と
も
六


日
，程
度
は
必
要
で
す
。


一
穴
に
入
れ
る
土
壌
改
良
資
材
料

は
、
つ
き
の
基
準
を
参
考
に
し
て
く

¥} 

だ
さ
い
。
一

マ
背
土

μ
氏
二

%
マ
ヨ
ウ
リ

/
一
日

マ
ケ

4
7
ン
�
 ヨ
マ
稲
ワ

ラ
刈
市
等

の
有
機
物
二
十
泊。

こ
れ
ら
を
納
穴

全
体
均

一
に
泌
さ
る
よ
う
に
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

貯

蔵

管

理

昨
年
産
果
は
会
図
的
に
不
作
で
あ
川

り
、
本
町
も

一
昨
年
産
果
に
比
べ
て
川

約
半
畳
程
度
の
収
機
農
の
園
か
多
か
川

っ
た
よ
う
で
す
。
幸
い
に
も
、
各
地
川

r

区
別
の
糖
、
般
の
分
析
経
果
は、

内

川

容
的
に
例
年
以
上
に
す
く
れ
て
お
り
、
川

上
手
に
貯
蔵
す
れ
ば
後
半
が
楽
し
み
川

で
も
あ
り
ま
す
。

川

着
色
土
木
然
果
は

「
色
出
し
」
と
称
川

し
で
か
な
り
厚
く
平
ね
や
に
し
て
収
川

納
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が

「色

川

出
し
」
が
て
き
る
と
セ
イ
ロ
ま
た
は
川

ス
タ
ナ
に
移
し
変
え
貯
蔵
し
て
く
だ
川

さ
い
。
「
色
出
し
」
が
で
き
て
も
、
川

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
黄
色
味
を
川

お
び
た
果
実
と
な
り
、
紅
が
さ
し
ま

川

h

樹
園
地
の
近
代
化
に

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
利
用
を

み
か
ん
経
営
の
合
理
化
を
図
る
た

め
、
農
業
セ
ン
タ
ー
で
は
小
型
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
を
設
置
し
て
州
民
家
の
み
な

さ
ん
に
ご
利
用
願
っ
て
い
ま
す
。

改
植
、
般
道
�
 (圏
内
道
)
の
新
設

な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

+
利
用
申
込
み

股
業
セ
ン
タ
ー
で
申
請
曹
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
申
込
ん
で
く
だ
さ

・
利
用
料
金

実
働

一
時
間
あ
た
り
二
千
四
百
円

・
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
運
搬
に
必
要
な

経
費
は
全
額
利
用
者
の
負
担
と
な
り

ま
す
。

野
犬
の
放
し
飼
い
は

危
険
で
す

近
ご
ろ
、
野
犬
や
放
し
飼
い
の
犬

に
よ
り
成
作
物
や
人
に
被
害
が
続
出

し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
被
害
を
な
く
す
に
は
、

放
し
飼
い
を
し
な
い
よ
う
に
飼
い
主

に
気
を
付
け
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

野
犬
の
捕
獲
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
不
用
に
な

っ
た
犬
は
、

毎
月
第
一

・
三
月
眼
目
に
役
場
で
買

上
げ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
と
き
に
�
 

-
運
搬
作
業
は
農
業
セ
ン
タ
専
属

の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
行
い
ま
す
。

-
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
農
業
セ

ン
タ
ー
�
 (電
・

一二三
五
八
)
へ
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
紋
し
飼
い
の
犬
は
捕
獲
さ
れ


ま
す
か
ら
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。


登
録
を
受
け
て
い
る
犬
で
首
に
鍵
札


プ
レ
ー
ト
を
つ
け
て
い
る
犬
に
つ
い


て
は
、
小
松
島
保
健
所
で
三
日
聞
は


拘
置
し
て
お
き
ま
す
が
、
飼
い
主
か


ら
申
し
出
が
な
け
れ
ば
釘
犬
同
様
に


処
分
さ
れ
ま
す
。
申
し
出
に
よ
り
引


き
取
る
場
合
に
も
手
数
料
を
支
払
わ


な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、
放
し


飼
い
は
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

0


・
不
用
犬
買
上
げ
日
�
 

-
一
月
三
日
�
 
(月
)
は
五
日
�
 (水
)

に
変
更
し
ま
す
。
�
 

-
一
月
一
七
日
(
月
)
 

.~.・・・・
:(Ld濯・・・・� 

| 
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整
枝
、

五 せ
ん
。
「
色
出
し
」
を
す
る 
の
と
貯

f

蔵
を
す
る
の
は
条
件
が
反
対
で
す
。

せ
ん
定

落
葉
果
樹
は
常
緑
樹
よ
り
、
さ
ら

に
細
密
な
せ
ん
定
を
し
な
い
と
商
品

と
し
て
の
価
値
あ
る
収
穫
が
望
め
ま

せ
ん
。つ

め

開
花
が
早
い
の
で
、
特
に
急
い
で

く
だ
さ
い
。
つ
ぼ
み
が
大
き
く
な
ら

な
い
う
ち
に
、
太
枝
を
中
心
に
収
穣

し
に
く
い
枝
を
思
い
き
っ
て
切
り
お

と
し
、
内
部
に
小
枝
を
作
る
よ
う
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。

こ
う
や
く
病
、
く
ろ
ほ
し
病
は

せ
ん
定
終
了
後
イ
オ
ウ
合
剤
十
倍
液

を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。
ク
ワ
シ
ロ

カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
が
多
い
と
き
は
九
十

五
計
ト 
7

シ
ン
油
乳
剤
の
十
五
倍
液

を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

全
般
に
太
校
が
多
す
ぎ
ま
す
。
結

果
部
位
が
先
端
へ
伸
び
す
さ
た
枚
を

切
り
お
と
し
、
内
部
に
(
下
の
方
に 
)

小
枝
の
発
生
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

'¥

日
陰
に
弱
い
の
で
、
太
枝
の
間
引

き
を
行
う
と
と
も
に
、
周
囲
の
雑
木

の
切
り
払
い
も
大
切
で
す
。

副
業
作
物

副
業
栽
培
の
一
環
と
し
て
栽
倍
さ

れ
て
い
る
水
ブ
キ
、
タ
マ
ネ
ギ
、
イ

チ
ゴ
、
タ
ケ
ノ
コ
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ

指
導
指
針
に
基
づ
い
て
、
手
ぬ
か
り

な
く
作
業
を
す
す
め
て
く
だ
さ
い
。

各
作
物
の
お
も
な
作
業
は
、
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。

ハ
ウ
ス
イ
ヂ
ゴ

温
度
管
理O

気
混
が 

度
以
下
、
三
十
度
以
上

に
な
る
と
、
花
器
の
温
度
障
害
の
た

め
密
峰
の
効
果
が
な
く
な
る
の
で
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

摘
芽
、
摘
花
果

貧
弱
な
も
の
や
奇
形
果
は
早
自
に

つ
み
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

う
ど
ん
ニ
病

l

ベ
ン
レ 

ト
二
千
倍 
1
三
千
倍
を

散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

灰
色
カ
ピ
病
、
芽
ガ
レ
病

換
気
を
よ
く
し
て
く
だ
さ
い
。
発

病
時
に
は
ポ
リ
オ
キ
シ
ン
一
千
倍
液

ま
た
は
オ
|
ソ
サ
イ
ド

一
千
倍
液
を

散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

r7
フ
ジ
コ
ナ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
ば
九
十

収
穫
時
の
注
意

シ
ン
油
乳
剤
の
十
五
倍
液
を

散
布
し
て
く
だ
さ
い
。 

果
笑
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
と
り

あ
つ
か
っ
て
く
だ
さ
い
。

タ
マ
ネ
ギ

追
肥

下
旬
ご
ろ
に
チ
ッ
ソ
六
察
、
カ
リ

五
髭
程
度
を
お
く
れ
な
い
よ
う
に
施

肥
し
て
く
だ
さ
い
。

害
虫
予
防

堆
き
ゅ
う
肥
や
切
ワ
ラ
十
ア
ル

当
り
百
幻
以
上
問
に
入
れ
る
。

か
ん
水

こ
の
時
期
に
か
ん
水
は
、
生
育
後
期

の
玉
太
り
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま

す
の
で
、
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

園
の
清
掃

雑
木
の
切
り
倒
し
、
下
草
の
刈
取

を
行
い
、
闘
外
へ
持
ち
出
し
て
く
だ

さ
い
。

施
肥

鶏
フ
ン
を
十
ア
ー
ル
当
り
百
察
、
千
ツ

ソ
六
銭
、
リ
ン
サ
ン
三
袋
、
カ
リ
四

日
印
、
ケ
イ
サ
ン
五
銭
施
用
し
て
く
だ

さ
い
。 
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1

つ

わ
た
し
の
家
の
訪
問
客
の
中
で
一

番
の
多
い
の
は
婦
人
会
の
組
長
さ

ん
・
:
:
。
一
日
の
仕
事
で
お
つ
か
れ

で
し
ょ
う
に
。
物
資
の
あ
っ
せ
ん
、

カミ ら 第79号 (8) 

|婦人会に|

ザコ昭和52年 l月 1日

お
世
話
に

な
っ
て
ま
す
グ

加
統
儀
一
さ
ん
(
七
四
歳
)
は
昨
年

末
「
生
活
の
た
し
に
し
て
く
だ
さ

い
」
と
自
分
の
こ
ず
か
い
銭
の
中
か

ら
、
せ
っ
け
ん
を
贈
り
勇
気
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。

加
統
き
ん
は
、
昭
和
四
八
年
か
ら

毎
年
、
塩
・
砂
糖
な
ど
を
生
活
に
恵

期
限
内
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
、
障
害

者
に
な
っ
た
り
、
生
計
の
中
心
者
が
な

あ
る
こ
と
だ
し
、
い
つ
も
迷
惑
か
け

0

て
い
る
と
思
い
な
が
ら
:
・・

て
も
お
か
げ
で
ル
ー
ズ
な
生
活
を

.

お
く
つ
て
い
る
わ
た
し
も
組
長
さ
ん

の
お
か
げ
で
少
々
な
が
ら
も
積
立
貯

金
が
で
き
、
期
限
内
に
年
金
も
支
払

う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
年
金
は

の
協
力
な
し
で
は
と
て
も
や

っ
て
い

け
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

集
金
に
お
い
出
て
く
だ
さ
っ
て
も

留
守
の
と
き
も
あ
り
ま
す
。
期
限
も

役
員
さ
ん
だ
か
ら
と
何
気
な
く
す
ま

さ
れ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
が
、
家
庭

n="='="=="="="='=="=="=口Z 口= ==Z =.::.=官::= エ 孟=

!bf!:ふ� いのいき黒顔 言ゆ ii 
円� :~l~ nl~1T~ 一山

i 

霧 し負ず�  
tiの ま

れ
な
い
か
た
に
贈
り
励
ま
し
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
昨
年
十
月
に
三
七
年

間
連
れ
添
っ
た
愛
妻
に
先
立
た
れ
、

寂
し
い
ひ
と
り
暮
し
と
な
り
な
が
ら

も
、
進
ん
で
人
助
け
の
先
頭
に
立
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
姿
は
、
混
か

い
心
の
ふ
れ
合
い
が
快
く
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。

社
会
に
加
統
さ
ん
の
よ
う
な
美
し

い
心
の
輪
が
大
き
く
広
が
っ
て
い
く

よ
う
念
願
し
て
お
札
と
い
た
し
ま
す
。

く
な
っ
て
も
な
に
も
受
け
ら
れ
な
い

と
か
聞
き
ま
す
。
だ
か
ら
組
長
さ
ん

は
、
わ
た
し
の
家
の
。
お
守
り
さ
ん
。

で
す
。

ご
苦
労
の
こ
と
と
は
思
い
ま
す
が
、

犬
買
上
料
)

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

H
H

4
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寒
川
源
八
さ
ん 

(中
山

・
一
万
阿
)
、

高
田
マ
サ
ヱ
さ
ん
(
棚
野
・
二
千
円
)
、

や
お
く
や
み
申
し
ま
す

万
円
)
、
上
田
福
市
さ
ん
(
久
国

・
十

万
円
)
、
ん
呂
田
功
さ
ん 
(中
山

・
五
万

善
意
銀
行
へ

円
)

こ
ざ
い
ま
し
た

ヌl
i
E
E
E駄


後
藤
満
さ
ん
(
石
原

・
白
米
)
、

香
典
返
し
に
か
え
て

あ
り
が
と
う

石
倉
康
範

岡
本
富
治

坂
ロ
キ
ク
ヱ
さ
ん
(
星
谷

・
二
十

河

野

昭

ご
結
婚
お
め
で
と
う
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ト さ に 次 送出!i!カ
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恐新�  J，身 ヘ棚

野

，
徳
島
市

辻前
回

得好
野博

~ :。せは町先は ;pER 痴年i: WEま俳内 毎� きへ�  
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い
だ
け
に
、
い
ざ
着
つ
け
る
と
何
と

な
く
き
こ
ち
な
い
感
じ
に
な
り
ま
す

が
、
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

争
長
く
遊
ん
で
い
ら
れ
る
ご
親
戚
の

歳
)

か
た
の
ご
ち
そ
う
に
、
手
造
り
の
お

(
乃
歳
)

雑
煮
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
お
も

(

竹

川

歳

)

ち
は
ど
こ
の
ご
家
庭
で
も
同
じ
味
で

(
九
歳
)

す
が
、
お
雑
煮
は
っ
く
り
方
ひ
と
つ

(
釘
歳 
)

で
独
特
の
昧
が
た
の
し
め
ま
す
。 

-
お
年
玉
の
査
定
に
は
気
を
使
い
ま

す
。
う
っ
か
り
す
る
と
「
お
母
き
ん

は
こ
の
ご
ろ
の
消
費
者
物
価
を
知
ら

な
い
の
?
」
と
反
撃
に
あ
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
は
消
費
者
物
価
な
ど
身
に

し
み
て
知
っ
て
い
れ
ば
こ
そ
、
査
定

に
苦
労
し
た
は
ず
て
す
が
、
お
年
玉

本
来
の
純
粋
な
気
持
ち
を
受
け
と
っ

て
も
ら
え
な
い
こ
と
を
悲
し
ま
せ
ま

す
。
し
か
も
近
所
の
お
友
だ
ち
に
も

と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
あ
ま
り
張

り
こ
ん
で
も
へ
ん
で
す
し
、
何
と
な

く
気
の
重
い
贈
り
物
の
風
習
て
す
。

い
っ
そ
品
物
で
も
と
決
め
て
い
る
人

も
い
る
よ
う
で
す
。

: 
 小気究香 i
景る校ず月�  t 

[:::Ii:: ===::~= :-=-::=: ::=::::=: := :=:: ::== ::=::::=ロ=日=: =='=::='::==宮古=~

手都ぎ

J
h
川

d
グ
、

が
ふ
え
て
き
ま
す
。
正
月

以

，

に
お
酒
は
付
き
物
。
せ
っ

か
く
の
晴
れ
着
も
お
酒
を

会

や

ふ
し
た
り
、
運
悪
く
雨

に
ぬ
れ
た
り
し
た
ら
絹
物

は
オ
シ 
7

イ
。
い
つ
も
は

和
服
を
精
る
こ
と
が
少
な

phu
?
'

り
な
ど
和
服
を
着
る
機
会

る
人
で
も
初
詣
、
年
始
回

加
統
さ
ん
あ
り
が
と
う

生
活
保
護
家
庭
に
毎
年
贈
り
物
を

生
活
保
護
家
庭
の
か
た
に
棚
野
の

物
資
の
配
達
、
積
立
貯
金
、
年
金
、

歳
未
助
け
あ
い
運
動
の
協
力
依
頼
。

(
A
婦
人 
)

仲
田
喜
久
栄
さ
ん
(
生
名
・
二
千
円
)
、

高
木
宏
幸
さ
ん
(
与
川
内
・
四
百
円

争
時
背
意
銀
行
の
受
付
は
町
社
会
福
祉

協
議
会
(
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
内 
)

て
行
っ
て
い
ま
す
。 

槻

野

平

イ

ワ

ヱ

(η

星

谷

坂

口

朝

雄

今

山

折

宇

武

平

与
川
内

榎

安

蔵

与
川
内

小

川

幸

子 

-
普
段
は
洋
服
を
着
て
い
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